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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第79期
第２四半期
連結累計期間

第80期
第２四半期
連結累計期間

第79期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (百万円) 16,873 16,178 35,170

経常利益又は経常損失(△) (百万円) △117 285 264

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純利益又は親会社株主に帰属
する四半期純損失(△)

(百万円) △135 187 140

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △139 17 21

純資産額 (百万円) 3,615 3,701 3,776

総資産額 (百万円) 17,951 17,652 17,786

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) △8.87 12.24 9.17

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 19.5 20.3 20.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △484 161 110

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △164 △265 △270

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 475 576 △195

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,516 1,661 1,305
 

　

回次
第79期
第２四半期
連結会計期間

第80期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △5.67 7.45
 

 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 第79期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、第80期第２四半期連結累計

期間及び第79期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結子会社）が

判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年９月30日）におけるわが国経済は、金融緩和や経済対

策による景気の持ち直しが期待されるなか、海外経済の減速や円高の影響などにより減速傾向が強まり、国内消費

につきましても、可処分所得の伸び悩みや訪日外国人の買い物需要の減速に天候不順も加わり、回復感に乏しい状

況が続きました。

このような環境のもと、当社グループは『収益力とグループ総合力の強化に向けた変革』を基本方針として、安

定した収益の確保に向け、「売上と利益の確保・拡大」、「生産利益の向上」、「購買力（仕入品調達力）の強

化」、「物流コスト削減」、「間接部門の効率化、経費削減」を課題として、引き続き需要の開拓と徹底したコス

ト削減に取り組み、業績の回復に努めてまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は16,178百万円（前年同四半期比4.1％減）、営業利益365百万

円（前年同四半期は営業損失133百万円）、経常利益285百万円（前年同四半期は経常損失117百万円）、親会社株主

に帰属する四半期純利益187百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失135百万円）となりまし

た。

セグメントの業績の概況は次のとおりであります。

なお、各セグメントのセグメント利益（営業利益）は、「セグメント情報等」に記載のとおり、各セグメントに

配分していない全社費用328百万円を配分する前の金額であります。

「紙製品事業」

紙製品事業につきましては、主力の手提袋や紙器の販売金額の増加などにより、売上高は前年同四半期に比べ

73百万円増加して6,301百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は生産効率の向上やコスト削減に努

め、前年同四半期に比べ149百万円増加して311百万円となりました。

「化成品事業」

化成品事業につきましては、主力のレジ袋の販売数量減少などにより、売上高は前年同四半期に比べ637百万円

減少して6,639百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は原材料価格および仕入価格の低減などによ

り、前年同四半期に比べ308百万円増加して362百万円となりました。

「その他事業」

その他事業につきましては、Ｓ・Ｖ・Ｓ（スーパーバッグ・ベンダー・システム）を主たる事業として展開し

ておりますが、清掃用品や販売用品の減少などにより、売上高は前年同四半期に比べ130百万円減少して3,237百

万円となりました。セグメント利益（営業利益）は売上高減少も仕入商品の利益率改善により、前年同四半期に

比べ18百万円増加して19百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ134百万円減少して17,652百万円となり

ました。流動資産は、現金及び預金が368百万円増加、たな卸資産が91百万円増加した一方、受取手形及び売掛金が

486百万円減少、電子記録債権が168百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ235百万円減少の

11,814百万円となりました。固定資産は、設備投資等により414百万円増加した一方、有形固定資産の減価償却費

165百万円、投資有価証券の時価評価差額が96百万円減少したことなどから、前連結会計年度末に比べ101百万円増

加の5,838百万円となりました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ59百万円減少して13,951百万円となりました。これは、短期借入金及び長

期借入金が602百万円増加、設備関係支払手形が113百万円増加、未払金及び設備関係未払金が92百万円増加した一

方、支払手形及び買掛金が720百万円減少、電子記録債務が188百万円減少したことなどによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ75百万円減少して3,701百万円となりました。これは、親会社株主に帰属

する四半期純利益計上により187百万円増加した一方、剰余金の配当で91百万円減少、その他有価証券評価差額金が

68百万円減少、為替換算調整勘定が116百万円減少したことなどによるものであります。この結果、自己資本比率

は、前連結会計年度末の20.5％から20.3％になりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は1,661百万円となり、前連結会計年度末に比

べ356百万円増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況および増減要因は次のとおりであります。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期より646百万円多い161百万円

となりました。

これは、税金等調整前四半期純利益259百万円、減価償却費167百万円、売上債権の減少651百万円などにより資

金が増加し、仕入債務の減少909百万円などにより資金が減少したことなどによるものであります。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」

当第２四半期連結累計期間において投資活動に使用した資金は、前年同四半期より100百万円多い265百万円とな

りました。

これは、固定資産の取得による支出228百万円などによるものであります。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果得られた資金は、前年同四半期より100百万円多い576百万円

となりました。

これは、借入金が純額で689百万円増加したことなどにより資金が増加し、リース債務の返済による支出22百万

円、配当金の支払額90百万円などにより資金が減少したことなどによるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は12百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(6) 経営者の問題認識と今後の方針について

今後につきましては、経済対策の効果や雇用・所得環境の改善を背景に、緩やかな回復への期待感があるもの

の、当社におきましては、原材料および為替の市況が輸入品の仕入コストに与える影響への懸念から、厳しい経営

環境が続くものと予想されます。

このような環境のもと当社グループは、昨年度を初年度とする３カ年の中期経営計画「チェンジ＆アクション

81」を策定し、『思い切った経営革新と企業体質の変革により人財活性化を図り、安定した収益力を確保する』方

針であります。

そのために対処すべき課題として、

①顧客志向・マーケティング・グローバルの視点からの事業領域の再定義

②戦略と環境変化に沿った機動的な組織の見直し

③人材育成強化と活力ある職場風土の構築

を重点的に取り組んでまいります。

特に「マーケティング」の視点では、ギフト関連包材、紙器、通販包材などを新規成長分野として位置付け傾注

してまいります。また「グローバル」の視点では、当社の国内外のネットワークをフルに活用し、取引先のニーズ

に積極的に対応してまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 57,630,000

計 57,630,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,861,544 16,861,544
東京証券取引所
市場第２部

単元株式数は1,000株であります。

計 16,861,544 16,861,544 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成28年９月30日 ― 16,861,544 ― 1,374 ― 849
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(6) 【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

福田産業株式会社 東京都千代田区外神田１丁目１１－５ 4,467 26.50

王子ホールディングス株式会社 東京都中央区銀座４丁目７－５ 683 4.06

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５－５ 680 4.03

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２丁目１－１ 584 3.47

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 506 3.00

ザ・パック株式会社 大阪府大阪市東成区東小橋２丁目９－９ 506 3.00

福田晴明 東京都渋谷区 426 2.53

損害保険ジャパン日本興亜
株式会社

東京都新宿区西新宿１丁目２６－１ 380 2.25

福田多恵子 東京都渋谷区 367 2.18

伊藤忠紙パルプ株式会社 東京都中央区日本橋本町２丁目７－１ 244 1.45

計 ― 8,847 52.47
 

(注) 上記のほか、当社所有の自己株式1,560千株（9.26％）があります。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,560,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

15,134,000
15,134 ―

単元未満株式
普通株式

167,544
― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 16,861,544 ― ―

総株主の議決権 ― 15,134 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式705株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
スーパーバッグ株式会社

東京都豊島区西池袋
５―18―11

1,560,000 ― 1,560,000 9.26

計 ― 1,560,000 ― 1,560,000 9.26
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,340 1,709

  受取手形及び売掛金 5,844 5,357

  電子記録債権 1,221 1,052

  商品及び製品 2,490 2,554

  仕掛品 387 370

  原材料及び貯蔵品 447 492

  繰延税金資産 115 108

  その他 205 171

  貸倒引当金 △3 △2

  流動資産合計 12,049 11,814

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 6,446 6,247

    減価償却累計額 △5,139 △4,942

    建物及び構築物（純額） 1,306 1,305

   機械装置及び運搬具 10,762 10,232

    減価償却累計額 △9,934 △9,422

    機械装置及び運搬具（純額） 828 810

   土地 1,123 1,123

   リース資産 409 417

    減価償却累計額 △126 △144

    リース資産（純額） 283 273

   建設仮勘定 80 272

   その他 814 784

    減価償却累計額 △772 △736

    その他（純額） 41 47

   有形固定資産合計 3,664 3,832

  無形固定資産   

   電話加入権 15 15

   リース資産 0 -

   その他 42 34

   無形固定資産合計 58 50

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,440 1,324

   破産更生債権等 1 4

   事業保険金 84 85

   差入保証金 256 255

   退職給付に係る資産 142 183

   繰延税金資産 97 112

   その他 3 3

   貸倒引当金 △11 △14

   投資その他の資産合計 2,014 1,955

  固定資産合計 5,737 5,838

 資産合計 17,786 17,652
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 5,458 4,737

  電子記録債務 2,115 1,927

  短期借入金 2,505 2,348

  リース債務 42 42

  未払金 533 556

  未払法人税等 50 67

  未払消費税等 29 45

  賞与引当金 220 231

  設備関係支払手形 0 114

  設備関係電子記録債務 57 87

  設備関係未払金 7 77

  その他 189 160

  流動負債合計 11,211 10,398

 固定負債   

  長期借入金 1,806 2,566

  リース債務 255 240

  役員退職慰労引当金 67 75

  環境対策引当金 4 4

  退職給付に係る負債 665 666

  固定負債合計 2,799 3,553

 負債合計 14,010 13,951

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,374 1,374

  資本剰余金 1,450 1,450

  利益剰余金 940 1,035

  自己株式 △259 △259

  株主資本合計 3,505 3,600

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 173 105

  繰延ヘッジ損益 △19 △7

  為替換算調整勘定 81 △35

  退職給付に係る調整累計額 △86 △76

  その他の包括利益累計額合計 149 △14

 非支配株主持分 121 114

 純資産合計 3,776 3,701

負債純資産合計 17,786 17,652
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 16,873 16,178

売上原価 14,507 13,244

売上総利益 2,366 2,934

販売費及び一般管理費   

 運送費及び保管費 1,211 1,303

 給料及び手当 699 712

 賞与引当金繰入額 118 110

 退職給付費用 35 33

 賃借料 88 87

 旅費及び交通費 49 52

 その他の経費 298 269

 販売費及び一般管理費合計 2,500 2,568

営業利益又は営業損失（△） △133 365

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 14 15

 持分法による投資利益 16 16

 為替差益 45 -

 受取賃貸料 15 14

 作業くず売却益 3 2

 雑収入 9 9

 営業外収益合計 104 58

営業外費用   

 支払利息 50 40

 為替差損 - 84

 貸倒引当金繰入額 0 -

 役員退職慰労金 24 -

 その他 13 12

 営業外費用合計 88 137

経常利益又は経常損失（△） △117 285

特別利益   

 固定資産売却益 0 -

 投資有価証券売却益 0 -

 特別利益合計 0 -

特別損失   

 固定資産除却損 0 19

 固定資産売却損 - 6

 特別損失合計 0 26

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△116 259

法人税、住民税及び事業税 14 50

法人税等調整額 15 9

法人税等合計 30 60

四半期純利益又は四半期純損失（△） △146 198

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△11 11

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△135 187
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △146 198

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 12 △68

 繰延ヘッジ損益 △33 11

 為替換算調整勘定 17 △120

 退職給付に係る調整額 12 10

 持分法適用会社に対する持分相当額 △1 △13

 その他の包括利益合計 7 △181

四半期包括利益 △139 17

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △131 23

 非支配株主に係る四半期包括利益 △8 △6
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△116 259

 減価償却費 181 167

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 2

 賞与引当金の増減額（△は減少） 57 10

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △123 △17

 未払債務の増減額（△は減少） 72 22

 未収入金の増減額（△は増加） 11 17

 受取利息及び受取配当金 △14 △15

 支払利息 50 40

 為替差損益（△は益） △0 103

 持分法による投資損益（△は益） △16 △16

 固定資産売却損益（△は益） △0 6

 固定資産除却損 0 19

 投資有価証券売却損益（△は益） △0 -

 売上債権の増減額（△は増加） 330 651

 たな卸資産の増減額（△は増加） △121 △91

 仕入債務の増減額（△は減少） △596 △909

 未払消費税等の増減額（△は減少） △144 15

 その他 △100 △68

 小計 △528 201

 利息及び配当金の受取額 50 45

 利息の支払額 △49 △43

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 43 △42

 営業活動によるキャッシュ・フロー △484 161

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 △38 △8

 投資有価証券の売却による収入 0 -

 固定資産の取得による支出 △125 △228

 固定資産の売却による収入 1 -

 固定資産の除却による支出 - △16

 その他 △3 △12

 投資活動によるキャッシュ・フロー △164 △265

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 906 1,368

 短期借入金の返済による支出 △730 △1,154

 長期借入れによる収入 963 1,428

 長期借入金の返済による支出 △548 △952

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 リース債務の返済による支出 △22 △22

 配当金の支払額 △90 △90

 財務活動によるキャッシュ・フロー 475 576

現金及び現金同等物に係る換算差額 12 △116

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △160 356

現金及び現金同等物の期首残高 1,676 1,305

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  1,516 ※1  1,661
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関す

る実務上の取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年

４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は、

軽微であります。
 

 

(追加情報)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日　
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日　
　至　平成28年９月30日)

現金及び預金 1,548百万円 1,709百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △32 〃 △47 〃

現金及び現金同等物 1,516百万円 1,661百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 91 6 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 91 6 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 6,228 7,277 3,367 16,873 ― 16,873

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 6,228 7,277 3,367 16,873 ― 16,873

セグメント利益又は損失(△) 162 53 1 217 △351 △133
 

 

（注） １　セグメント利益又は損失の調整額△351百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 6,301 6,639 3,237 16,178 ― 16,178

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 6,301 6,639 3,237 16,178 ― 16,178

セグメント利益 311 362 19 693 △328 365
 

 

（注） １　セグメント利益の調整額△328百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に

取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価

償却の方法を同様に変更しております。

当該変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

△8円87銭 12円24銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会社
株主に帰属する四半期純損失金額(△)(百万円)

△135 187

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
金額又は普通株式に係る親会社株主に帰属する四半
期純損失金額(△)(百万円)

△135 187

普通株式の期中平均株式数(株) 15,306,185 15,302,301
 

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、当第２四半期連結累計期間の潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月10日

スーパーバッグ株式会社

取締役会  御中

 

東陽監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   朝　貝　　省　吾       印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   田　島　　幹　也　　　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスーパーバッグ

株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日か

ら平成28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スーパーバッグ株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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